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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本において化学研究が世界レベルに達した1930年代以降1960年代までの歴史的
大変動期にどのような対応と転換を成し遂げて、世界的レベルの科学研究環境が整えられたのか、他の国の化学研究と
の比較史的観点も加えて総合的に明らかにしようとしたものである。具体的には、有機化学、無機化学・地球化学、高
分子化学という三つの分野についての歴史的分析ならびに制度史的な分析を個別に行った。さらに対象時期の日本と世
界の化学の転換と変容について、比較史的な観点から明らかにするために、13件の海外から参加者を含む22件の学術発
表ならびに3人の海外の化学史家による基調講演を含む国際ワークショップを開催した。

研究成果の概要（英文）：The years between the 1920s and the 1960s saw a transformation of chemistry in 
several aspects. These included the development of biochemistry, polymer chemistry, quantum chemistry, 
and computational chemistry, as well as the instrumental revolution. Chemistry was greatly influenced by 
World War II and the Cold War. These years also saw developments in Japanese chemistry. In addition to 
historical studies on three important fields of chemistry, namely organic chemistry, inorganic and 
geochemistry and polymer chemistry in Japan by the members of this project, the international workshop 
“Transformation of Chemistry from the 1920s to the 1960s” was held to stimulate a discussion of the 
transformation of chemistry in Japan and/or in the world during the period with comparative perspectives. 
In the workshop 22 papers was read by 9 Japanese and 13 historians from abroad with three keynote 
lectures by prominent historians of chemistry from overseas.
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者の梶 雅範は、科学研究費補助金

基盤研究（Ｃ）（H17-21年度）によって、日

本の明治・大正の有機化学の研究学派の成立

について研究したが、その研究で、明治7年

（1874）に生まれ明治維新後の新教育制度で

初等教育から育った最初の世代に属する眞島

利行（1874-1962）が、日本で本格的な有機化

学の研究を始めた最初の一人として、1950年

代まで日本の有機化学の主流な研究戦略を構

築したことを明らかにした。第三の帝国大学、

東北帝国大学の化学科教授になった眞島の研

究戦略は、欧米の最新の手法を利用して、日

本とその周辺特産の天然物に含まれる有機化

合物の性質と化学構造を研究する天然物化学

研究であった。当時の日本の研究環境では、

欧米の研究者と同じテーマでは競争できない

ので、彼らの入手が困難な東洋特産品の研究

をすることにしたのである。彼の指導のもと

に、東北帝国大学（1911年）、東京工業大学

（1929）、北海道帝国大学（1930）、大阪帝国

大学（1932）の有機化学教室がつくられ、戦

前の理化学研究所（1917年創立）にも主任研

究員を兼務して研究室をもち､後進の指導に

あたったため、眞島の研究戦略が、1950年代

まで日本の有機化学研究の主流となった。 

 しかし、眞島の研究アプローチは、悪条件

下に日本の研究者が先進の欧米の研究者と

どのように競争するかのためのもので、基本

的には研究後進国の研究戦略と言える。実験

手法や理論枠組みは、前提として欧米から受

け取り、新規の対象に対する実験研究の中心

になる。ところが、福井謙一に始まる一連の

日本人のノーベル化学賞受賞者の業績は、い

ずれも新しい理論的な枠組みや新しい実験

手法を開発したことによるものある。日本の

ノーベル化学賞は、日本の化学が 1950 年代

以降、眞島的な研究段階を脱して、欧米とま

ったく同じ条件での研究競争ができる段階

に達したことを示していると見ることがで

きる。 

 日本化学が 1930 年から 1960 年までにどの

ようにして、眞島的な研究段階を克服できた

のかを解明することは、科学史上の大きな課

題と考えられる。そのために、単に有機化学

分野のみならず、物理化学や無機化学・地球

化学、分析化学、高分子化学など化学内の他

分野にも目を配った総合的な研究が求めら

れる。また、社会史的制度史的な観点や、こ

の時期が日本の帝国主義的な植民地経営期、

戦時期であることから、戦時動員や「植民地

科学」的な分析視点も必要であろう。さらに、

世界的にも 1930 年から 60 年は、第二次世界

大戦を挟んだ化学全体の転換期であること

から、他国、とくに欧米諸国との比較史的研

究も必要であろう。 

２．研究の目的 
 本研究は、日本において化学研究が世界

レベルに達した 1930 年代以降、戦争動員・

第二次世界大戦から戦後という世界史上の

大変動期にどのような対応と転換を成し遂

げて、ノーベル化学賞受賞者を輩出するよ

うな科学研究環境が整えられたのか、その

背景と内容を化学内の各分野について共同

研究によって明らかにするとともに、他の

国の化学研究との比較史的観点も加えて総

合的に明らかにしようとした。 
３．研究の方法 
 研究対象の時期、1930 年-60 年を、（1）

出発点としての 1930 年代前半における日

本化学の到達点、（2）1930 年代後半-40 年

代の戦時期の日本の化学、（3）1950 年代の

日本の化学の三つに時代区分して分析した。

このように区分された各時代について、①

有機化学、無機化学・地球化学、高分子化

学という三分野をとりだしての化学内分野

別の分析（分野史的分析）、②大学の化学研

究、企業の化学研究、戦時化学、植民地科

学といった制度史的な分析、③同時期の化

学史の他国との比較という比較科学史的な

分析という三つの論点から総合的な分析を



試みた。 

 研究の最終年度には、1920年代から 60年

代における日本と世界の化学の転換と変容

について、比較史的な観点から明らかにする

ために、内外の化学史研究者を集めて国際ワ

ークショップを開催した。 

 

４．研究成果 
 研究代表者と研究分担者は、毎年、2月に

一度、年6回程度集り、打ち合わせ会を行っ

た。研究計画について報告し、議論した。

年1回は、1年間の成果を発表する年次発表

会を開いた。 

 初年度と 2年目には、国際ワークショッ

プ開催の準備を兼ねて、海外から若手・中

堅の化学史家を招聘して、研究交流と国際

ワークショップ開催の経験を学んだ。初年

度は、ドイツから中堅の化学史家で 20 世紀

の機器分析について研究している Carsten 

Reinhardt 氏を招聘した。その結果、国際

シンポジウムのテーマを「1930-60 年代の

化 学 の 変 容 （ the Transformation of 

Chemistry from 1930s to 1960s）」と決定

した。さらに、最終年度に計画している化

学史の国際シンポジウムの開催の打ち合わ

せのために 3月に、研究代表者の梶 雅範が

アメリカのフィラデルフィアの行き、シン

ポジウムの共催予定の現代化学史委員会の

委員長の Jeffrey Johnson 氏に会い、綿密

な打ち合わせを行った。  

 2 年目には、アメリカ出身でドイツ在住

の若手の量子化学研究者の Jeremiah James

氏を招待して研究会を開催した。2 年目の

2013 年には、科研費メンバーが 7 月 22 日

-28 日にイギリスのマンチェスターで開か

れた第 24 回国際科学史学会、8月 21 日-24

日にスウェーデンのウプサラで開かれた第

9 回国際科学史学会に参加して研究発表を

行うとともに、最終度に予定している国際

ワークショップの広報に努めた。 

 2年目の10月には国際ワークショップの

発表の呼びかけ文を作成して、ワークショ

ップのホームページに掲載するとともに手

分けして、関係のメーリングリストに流し

た。国際ワークショップの本格的な準備を

開始した。 

 科研費の最終年度の3年目は、年度末の
2015年3月2日から5日にかけて開く国際化
学史ワークショップの準備を主として行っ
た。 

 締め切りまでにワークショップの発表要

旨が到着した 26 名（日本 10 名、韓国 1名、

インド 1名、オーストラリア 1名、アメリ

カ 7名、フランス 2名、イギリス 1名、ポ

ルトガル 1名、ドイツ 2名）について、要

旨の内容を審査し、全員を発表者として受

け入れることに決定した。実際にワークシ

ョップ当日に発表したのは、都合で来日を

キャンセルした２名と断りなく会場に現れ

なかった海外からの発表者 1名と、当日病

気で発表を見合わせた日本からの参加者 1

名を除く、22 名であった。このほかに、ワ

ークショップでは、アメリカの化学史家

Jeffrey Johnson と Mary Jo Nye、ヨーロッ

パ（オランダ）の化学技術史家の Ernst 

Homburg の３名の招待講演者が基調報告を

行った。会期中、多くの活発な意見交換が

あり、日本における 20 世紀化学史の研究上

大きな意義があるワークショップとなった。 
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